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   This investigation was carried out in order to evaluate the effectiveness of "Camalon (N, 
 N'-Diphenyldicarbamate-1, 1-dimethylol cyclopentane) in 22 cases of upper urinary lithiasis. 
The results are summarized as  follows  : 
   1. In 12 out of 21 cases of ureteral calculus, spontaneous excretion of calculi has been re-
sulted. The maximal size of the excreted stone was  10  x  6 mm in diameter. 
   2. Five cases of renal calculus has not excreted spontaneously.
   3. No apreciable side effects were noticed. 
   4. Administration of "Camalon" was indicated in case when the short diameter was less 
than 3 mm and when the calculi was only in the ureteral area. 
   5. If the above conditions as well as the degree of hydronephrosis are taken into conside-




Coassenneで研 究開発 され た 新合成製斉1]で,
Fourniereta1。は薬理学的並びに 臨床的 研究
か ら鎮痙,鎮 静 お よび骨格筋弛緩作用 を示す と
共 に毒性 が極 めて低 い ことか らその臨床応用を















































2カ月前か らの血尿を主訴 としている.頻尿,排 尿
痛はない 尿所見として赤血球多数,白 血球少数を認
む.腎膀胱部単純撮影にて第IV腰椎および第V腰 椎右




























左上腎杯 および 第V腰椎 左側に それぞれ0.5×O.4,
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杉 浦 他:上 部 尿 路 結 石 症 に 対す るCamalon(Cyclopentaphen)の治 験
2カ月前よりの肉眼的血尿,左 側腹部鈍痛を主訴と











































結 石 排 出 例
結 石 下 降 例
結 石 位 置 不 変
消 息 不 明
表 3























を有 す るので,自 律神 経系を介 さず直接 平滑筋
線維に作用す る.従 ってCamalonの鎮痙作用
は ア トロピソ系 あるいは節遮断剤系にみ られ る
ような副作用を有せずむ しろパパベ リソ様で あ
り,し か もパ パベ リソ よりも強力で ある と述べ
てい る.し か し島本 ら2)は鎮痙作用 を薬理学的
に追試 しFournierとは逆 にむ しろ中枢性 であ
って末梢性 ではない としてい る.何 れにせ よわ
れわれ はCamalonのこれ らの作用 を上部尿路
結石症患者 に応用 し 上記 の如 ぎ 臨床 治験 を 得
た.上 部尿路 結石 の時に,ま ずわれわれは しば
しば起 る痂 痛発作に 対 して 加療 す る必要 が あ
る.癌 痛 発作 は結 石の尿路におけ る嵌頓 のた め
に起 こった症候 群で悪心,嘔 吐,悪 寒,頻 脈等
を伴 い患者 には耐 えがたい疹痛で あるか ら,先
ず何 よりも 先に これ を 鎮静 しなければ な らな
レ・.
これにはパ ソ トポソの ような鎮痛 剤が有効 で
あ る.し か しパ ソ トポソは尿管 の痙攣 を とめ る
点で鎮痛 には効果 があるが,平 滑筋 の緊張を高
めるので結石 の下 降には適 当でな く,こ の点を
考 える と硫酸 ア トロピソ,モ ル フィ ソ,ベ ラ ド
ソナ,パ パベ リソ製 剤の如 き鎮痙 ・鎮静剤 の方
がむ しろ効果 的であ る.と ころでCamalonは
Fournierの説 に よればパパベ リソ よりも強 力
な作 用を有す るといわれ ているのでま さに上部
尿路結石症におけ る癌痛発作 の鎮痙 お よび結 石
下降には うってつけ の製剤 と思われ る.
われわれ の治験 では22例中14例に結 石の下降
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を認め,そ のうち12例に結石の排出があった.
12例の結石排出中6例 が本剤投与後 ユ週間以内
に排出している.他は4例 が3週 以内に2例 が
30日前後で排出している.少数例ではあるが も
し本剤による結石下降を期待するならば,や は







































4.Camalon投与期間は 上記の 条件 と水腎
の程度を考慮するならば副作用が皆無の点から
も長期投与 も可能 と思われ る.ただし投与2週
間以内に結石の下降が認められない場合には排
出の希望はうすい.
5.本 治験は上部 尿路 結石症に対するCa-





(LaboratoiresCoassenne委託 文 献 よ り引
用)
2)島 本 暉 朗:N,N'-Diphenyldicarbamate-1,
1-dimethyloloyclopentane(Camalon)の平
滑 筋 作 用(日 本 ル セル 委 託 文 献 よ り引 用)
(1967年1月30日特 別掲 載 受 付)
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(写 真28)
症例9:初診時排泄性腎孟撮影像
